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私達は野生動物とどう付き合ってきたのか？
：大阪府でのシカ調査を読み解く

原口	岳（総合地球環境学研究所　外来研究員／日本学術振興会特別研究員）
幸田	良介（大阪府立環境農林水産総合研究所　研究員）

　今回は 2017 年度から私が関わり始めたプロジェクトについてご紹介した
いと思っています。ニホンジカは写真を見ていただいて分かるように、国内
では人間との関わりの深い生き物で、長い間身近な存在でした。シカの個体
数密度というのは戦後、保護の対象になるくらい減少した時期を経て、その
後爆発的に増加して分布も拡大した後に、捕獲頭数を増やした現在でも依然
として高止まりした状態にあります。それと関連しまして、現在ではシカは
植物の世代交代などに著しい悪影響を及ぼしている状況で、農作物被害も顕
在化しています。つまり、過去数十年間のシカの変化というのが在来動物の
共存であるとか生態系管理、地域の農業存続上の問題をもたらしているので
す。ところが、継続的にシカを調査してきた事例は地域的にもすごく少なく
て、ほとんどの地域ではシカが害獣化するまでに何が起きているのかという
ことを知る方法がありません。私たちはこうした問題意識をもって、特に大
阪のシカを調査しています。様々な野外調査と、過去と現在に採集された試
料の安定同位体の分析を通じて比較するという方法を組み合わせて、空間パ
ターンから農業被害を引き起こすような条件を発見しようとするアプローチ
を使って、捕獲とか防護柵といった防除施策がシカの生態に対してどういう
影響を与えているのか、あるいはなぜ施策がうまく機能しないのかというこ
とを研究しています。最終的に、一連の研究を通じてシカの生態の過去と現
在を理解して、現状の「ともかくシカが増えすぎたから減らす」という取り
組みの一歩先を見ることを目標にしています。
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